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ま
た
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
の
職
業
能
力
開

発
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
都
道
府
県
立

職
業
能
力
開
発
校
に
お
い
て
、
知
的
障
害
者
等
を

対
象
と
し
た
公
共
職
業
訓
練
の
実
施
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

発
達
障
害
者
を
対
象
と
し
た
公
共
職
業
訓
練
を
推

進
す
る
。

さ
ら
に
、
障
害
者
の
就
業
ニ
ー
ズ
及
び
企
業
の

人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
機
動
的
な
公
共
職
業
訓

練
を
実
施
す
る
た
め
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
、
特

例
子
会
社
（
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
四
条
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。）、
重
度

障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
、
社
会
福
祉
法
人
等
の

委
託
先
を
開
拓
し
て
行
う
委
託
訓
練
を
引
き
続
き

推
進
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都

市
に
お
い
て
、
福
祉
施
設
や
特
別
支
援
学
校
等
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
一

層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

^

効
果
的
な
公
共
職
業
訓
練
の
実
施
の
た
め
の
取

組
障
害
者
の
就
業
ニ
ー
ズ
及
び
企
業
の
人
材
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
訓
練
科
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、公
共
職
業
訓
練
の
訓
練
科
の
う
ち
、

定
員
の
充
足
状
況
や
修
了
者
の
就
職
実
績
が
低
調

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
の
把
握
及
び
分

析
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
内
容
等
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
当
該
訓
練
の
受
講
者
に
対

し
、
職
業
紹
介
機
関
等
と
の
連
携
強
化
の
下
、
当

該
訓
練
の
開
始
時
か
ら
計
画
的
な
就
職
支
援
を
実

施
し
、
就
職
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
障
害
者
の
福
祉
か
ら
就
労
へ
の
移
行
を

促
進
す
る
た
め
、
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
（
障

害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
第
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府

県
が
定
め
る
計
画
を
い
う
。）を
踏
ま
え
、
障
害
者

福
祉
施
策
と
の
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
と
す

る
。

第
四
部

公
共
職
業
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
公
共
職
業

能
力
開
発
施
設
が
行
う
べ
き
事
項
等

一

関
係
機
関
と
の
連
携

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
は
、
公
共
職
業
訓
練
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
都
道
府
県
労
働
局
、
公
共

職
業
安
定
所
、
地
方
公
共
団
体
等
関
係
機
関
と
の
調

整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二

受
講
生
の
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
た
公
共
職
業
訓

練
の
実
施

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資

す
る
情
報
提
供
及
び
相
談
援
助
を
行
い
、
労
働
者
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
能
力
開
発
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
及
び
個
々
の
求
職
者
の
能
力
及
び
適
性
に
即

し
た
実
践
的
な
訓
練
コ
ー
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
等

を
行
い
円
滑
な
委
託
訓
練
の
実
施
を
支
援
す
る
事
業

主
委
託
訓
練
円
滑
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
受
講
者
の
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
た
公

共
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

公
共
職
業
訓
練
の
委
託
先
へ
の
就
職
指
導
等
の
実

施
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
は
、
委
託
訓
練
の
実
施

に
当
た
っ
て
、
巡
回
就
職
支
援
指
導
員
を
活
用
し
、

委
託
先
へ
の
就
職
支
援
の
指
導
、
情
報
提
供
等
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
訓
練
の
就
職
率
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
足
柄

上
郡
山
北
町
向
原
字
浅
間
山
三
三
八
五
の
一
〇
、
三
三

八
五
の
一
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

農
道
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
南
足

柄
市
矢
倉
沢
字
和
田
山
二
七
二
九
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
神
奈
川
県
庁

及
び
南
足
柄
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
三
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

磯
道
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接

す
る
河
川
及
び
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間

の
河
川
敷
及
び
道
路
敷

鹿
児
島
県
肝
属
郡
肝
付
町
南
方

字
磯
道

一
〇
五
一
番
一
一

字
銭
貫

一
八
八
九
番
八
九
か
ら
一
八
八
九
番
九

四
ま
で

字
瀧
ノ
山

一
九
〇
二
番
一
五

字
下
大
久
保

一
九
二
七
番
八

一
九
三
四
番
八

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
平
成
十

三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
七
号
で
指
定

し
た
第
十
三
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

鹿
児
島
県
肝
属
郡
肝
付
町
南
方

字
銭
貫

一
八
八
九
番
五

一
号

字
瀧
ノ
山

一
九
〇
二
番
三
地
先
河
川
敷

二
号

字
下
大
久
保

一
九
二
七
番
六

三
号

一
九
二
七
番
八

四
号
か

ら
六
号

ま
で

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

和
光
園
小
川
２

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
と
二
号
を

結
ん
だ
線
、
標
柱
二
号
と
三
号
を
平
成
二
十
年
国
土

交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
三
号
で
指
定
し
た
第
十
六

号
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、

標
柱
三
号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区

域

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
大
字
有
屋

字
奥
万
上

一
七
〇
九
番

一
号

一
七
〇
八
番
一

二
号

字
船
藏

一
四
〇
八
番
一

三
号
及
び
四
号

一
三
九
九
番
乙

五
号

一
三
九
八
番
一

六
号
及
び
七
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

二
反
田
川
支
流
１

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

鹿
児
島
県
指
宿
市
東
方

字
田
原
迫

一
五
五
一
番
二
地
先
道
路
敷

一
号

字
迫
村
上

一
五
一
五
番
一

二
号
か

ら
四
号

ま
で

字
嶽
ノ
田

一
八
二
八
番
二

五
号

字
前
田
ノ
畑

一
八
〇
五
番
一

六
号

四
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

田
代
中
第
二
谷

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接

す
る
水
路
及
び
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間

の
水
路
敷
及
び
道
路
敷

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
鶴
川
内

字
中
野

七
一
六
六
番
三

七
一
六
七
番

七
一
六
七
番
一
か
ら
七
一
六
七
番
四
ま
で

七
一
六
七
番
一
二
及
び
七
一
六
七
番
一
三

七
一
六
七
番
一
五

七
一
六
七
番
一
七
及
び
七
一
六
七
番
一
八

七
一
六
七
番
二
三
及
び
七
一
六
七
番
二
四

七
一
六
七
番
二
六

七
一
七
七
番
一

七
一
七
七
番
二
三
か
ら
七
一
七
七
番
二
五
ま

で

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十

六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
十
六
号
と
十

七
号
を
水
路
の
官
民
地
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ

線
、
標
柱
十
七
号
か
ら
二
十
三
号
ま
で
を
順
次
結

ん
だ
線
、
標
柱
二
十
三
号
と
二
十
四
号
を
水
路
の

官
民
地
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
二
十

四
号
か
ら
二
十
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

標
柱
一
号
と
二
十
六
号
を
高
松
川
の
右
岸
官
民
地

境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の

区
域

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
鶴
川
内

字
中
野

七
一
七
三
番
一
地
先
河
川
敷

一
号

七
一
七
三
番
一

二
号

七
一
七
一
番
一

三
号

七
一
七
〇
番
一

四
号
か
ら
六

号
ま
で

七
一
六
八
番
一

七
号

七
一
六
八
番
二

八
号

七
一
六
八
番
三

九
号

七
一
六
七
番
二
五

十
号
か
ら
十

三
号
ま
で

七
一
六
六
番
一

十
四
号
か
ら

十
七
号
ま
で
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